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４月１日

伯
玄
町
２
丁
目
に
建
設
し
て
い
た
「
春
日
市
商
工
会
館
」
が
こ
の
ほ
ど
完

成
。
オ
ー
プ
ン
を
目
前
に
し
た
３
月
12
日
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
記
念
碑
）
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
会
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て
商
工
会
が
そ
の
デ
ザ

イ
ン
を
一
般
か
ら
募
集
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
斉
藤

さ
い
と
う

志
保

し

ほ

さ
ん
（
春
日
高
校
の
美
術
部
員
）
の
応

募
作
品
を
日
田
市
の
彫
刻
家
に
制
作
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
受
験
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
斉
藤
さ
ん
に
代
わ
り
、
同

じ
く
入
賞
し
た
同
高
の
河
津

か
わ
づ

亜
希
子

あ

き

こ

さ
ん
と
安
田

や
す
だ

道
子

み
ち
こ

さ
ん
が
、
福
山

ふ
く
や
ま

漢
治

か
ん
じ

商
工
会
会
長
と
一
緒
に
除
幕
し
ま
し
た
。題

名
は
「
to
」。
高
さ
は
約
２
・
５
ｍ
。
斜
め
に
開
い

た
穴
を
通
り
抜
け
る
光
に
よ
っ
て
影
が
刻
々
と
変
わ
る

こ
と
か
ら
、
日
々
変
化
す
る
情
報
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
。”情
報
発
着
拠
点
“
に
ぴ
っ
た
り
の
作
品
で
す
。

「ｔｏ」は英語で「～へ」という意味が
あり、文の前後をつなぐものです。
情報も同じように何かをつなぎ合わせる

ものです。そして、その情報によって開か
れる世界があります。しかし、それがどの
ような世界なのかはだれにもわかりません。
私はこの「ｔｏ」の２文字に、さまざま

な可能性と情報への期待を込めました。
4月1日から、運用が始まります。
落成式は、5月13日�に行われます

ト
ゥ
ー
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４
月
か
ら
、
介
護
保
険
課
は
、
「
健

康
福
祉
部
」
へ
移
動
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、介
護
保
険
の
業
務
を
、

高
齢
者
福
祉
政
策
と
一
体
的
に
運
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
介
護

保
険
の
認
定
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

秘
書
課
と
行
政
管
理
課
で
構
成
す
る
、

「
行
政
管
理
室
」を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
行

政
需
要
に
素
早
く
対
応
し
な
が
ら
、
経

営
の
戦
略
を
立
て
た
り
進
め
た
り
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。
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エ
レ
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206会議室�
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ー
タ
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー�

階段�
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情報公開�
コーナー�

受
付�

よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す

新
た
な
課
題
に
対
応

行
政
管
理
室
を
新
設
し
ま
す

介
護
保
険
課
が
移
り
ま
す

市
民
部
か
ら
健
康
福
祉
部
へ

新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
、

４
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
新
た
な
組
織
の
も
と
で
、
行
政
需
要
に
対
応
し
な
が

ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

組
織
の
一
部
変
更
に
伴
い

市
役
所
内
の
配
置
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
課

市
役
所
１
階市

民
部
フ
ロ
ア

[

市
役
所
１
階健

康
福
祉
部
フ
ロ
ア

こ
ど
も
未
来
課

市
役
所
１
階健

康
福
祉
部
フ
ロ
ア

[

市
役
所
２
階
　

旧
203
・
204
会
議
室

△組織の変更に伴い、窓口が移動します

主
な
組
織
の
変
更
点
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平成１３年度　春日市行政組織図�

市長　　助役　　行政管理室　　行政管理課　　　行政管理担当�

　　　　　　　　　　　　　　　秘書課　　　　　秘書担当�

�

　　　　　　　　総務部　　　　人事法制課　　　総務法制担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人事担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　企画情報課　　　企画担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報推進担当�

　　　　　　　　　　　　　　　財政課　　　　　管財担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　契約担当�

�

　　　　　　　　地域生活部　　地域づくり課　　商工農政担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域づくり担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　環境対策課　　　環境計画担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごみ減量担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活公害担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　人権女性政策課　 男女平等推進担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権啓発担当�

�

　　　　　　　　市民部　　　　国保年金課　　　国保担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年金担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国保税徴収担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　市民課　　　　　受付戸籍担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西出張所担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　税務課　　　　　税制担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民税担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資産税担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収税担当�

�

　　　　　　　　健康福祉部　　厚生課　　　　　厚生担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　高齢障害課　　　高齢担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障害担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　介護保険課　　　保険料担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　こども未来課　　母子児童担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育所担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　健康課　　　　　健康増進担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健指導担当�

　　　　　　　　都市整備部　　都市計画課　　　都市計画担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連立まちづくり担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開発担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　公園街路課　　　公園緑地担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　街路担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　道路管理課　　　交通安全担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　下水道課　　　　庶務担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工務担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　用地施設課　　　用地担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地籍調査担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築担当�

�

収入役　　　収入役室　　　　　会計課　　　　　会計担当�

　�

(教育委員会)�

教育長　　　学校教育部　　　　教務課　　　　　庶務担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　学校教育課　　　学校教育担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教職員担当�

�

　　　　　　社会教育部　　　　社会教育課　　　社会教育担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公民館担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ課　　　スポーツ担当�

　　　　　　　　　　　　　　　文化財課　　　　管理担当�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財担当�

�

　　　　　　　　　　　　　　　図書館　　　　　図書館担当�

議会事務局　      議事課　　　　議事担当�

選挙管理委員会事務局　　　　　選挙担当�

監査事務局　　　　　　　　　　監査担当�

農業委員会　　　　　　　　　　農業委員会担当�

(財)春日市文化スポーツ振興公社�

理事長　　　事務局　　　　　　総務課　　　　　総務担当�

　　　　　　　　　　　　　　　事業課　　　　　事業担当�

　　　　　　　　　　　　　　　図書課　　　　　図書担当�
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夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
ま
た
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
被
害

か
ら
女
性
を
守
る
た
め
、「
ち
く
し
女

性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
春
日
市
、
筑
紫
野
市
、
太

宰
府
市
、
那
珂
川
町
の
３
市
１
町
が
共

同
で
設
置
し
た
電
話
相
談
窓
口
で
す
。

女
性
へ
の
暴
力
に
関
す
る
相
談
や
情

報
提
供
な
ど
の
要
望
に
女
性
相
談
員
が

応
対
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
外
国
人
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

日
時

毎
週
月
〜
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開

設
に
よ
り
、
「
か
す
が
女
性
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
」
は
閉
鎖
し
ま
す
。

（
人
権
女
性
政
策
課
）

い
じ
め
・
体
罰
・
家
庭
問
題
な
ど
、

人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
の
が
人
権
擁
護
委
員

で
す
。

２
月
１
日
付
け
で
森
山
利
徳
さ
ん
が
、

３
月
１
日
付
け
で
福
島
恭
輔
さ
ん
が
、

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

５
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
人
権

擁
護
委
員
に
電
話
す
る
か
、
市
役
所
で

毎
月
第
一
火
曜
日
に
行
っ
て
い
る
「
特

設
人
権
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
人
権
女
性
政
策
課
）

「虐待」という痛ましい事件が続いています。子どもたちを虐待から守り、すこやかに育てて
いくためには、どうしたらよいのでしょうか。
今回は、親から、家庭児童相談室に相談があった例を紹介します。

Ａ
君
の
お
母
さ
ん
が
相
談
に
来
た
の
は
初
秋
の
こ
ろ
で
し

た
。
今
度
小
学
校
に
あ
が
る
Ａ
君
が
な
か
な
か
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
、
ど
う
対
応
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

お
話
を
聞
い
て
い
る
中
で
お
母
さ
ん
は
、「
イ
ラ
イ
ラ
し

て
し
ま
い
、
首
を
絞
め
た
り
お
風
呂
に
沈
め
た
り
し
て
し
ま

う
」
と
話
し
出
し
ま
し
た
。
本
人
も
そ
れ
が
良
い
こ
と
だ
と

は
思
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
と
、
つ
い
カ
ッ
と
な
っ
て
、
自
分
で
も
止
め
ら
れ
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
子
ど
も
を
愛
し
て
い
る
の
に

こ
ん
な
事
を
し
て
し
ま
う
な
ん
て
、
母
親
失
格
だ
と
思
う
」。

そ
う
つ
ぶ
や
く
姿
は
、
と
て
も
つ
ら
そ
う
で
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
な
い
夫
の
こ
と
な
ど
も
ひ
と
し
き
り
話
し

た
後
に
、「
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
」
と
お
母
さ
ん

か
ら
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、「
子
ど
も
と
し
ば
ら
く
離
れ
て
生
活
し
て
み
て
は
」

と
提
案
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の
行
為
は
、
子
ど
も
を
死
な

せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
を
一

時
期
施
設
で
預
り
、
そ
の
後
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
援
助
を
受

け
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
親
子
で
の
生
活
を
目
指
す
こ
と
を
、

説
明
し
ま
し
た
。

私
の
話
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
お
母
さ
ん
は
し
ば
ら
く
黙

っ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
思
い
が
交
錯
し
た
の
で
し
ょ
う
。

ポ
ツ
リ
と
一
言
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

後
日
、
し
ば
ら
く
し
て
、
お
母
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
は
ま
だ
施
設
に
い
る
が
、
と
き
ど
き
外
泊
で

家
に
帰
っ
て
来
て
お
り
、
順
調
に
親
子
関
係
を
作
り
直
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

「
あ
の
時
は
、
一
人
で
悩
ん
で
い
て
ど
う
し
て
い
い
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
が
助
け
を
求
め
れ
ば
い
ろ
ん
な

人
が
助
け
て
く
れ
る
の
で
す
ね
」。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
の
言

葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
最
初
に
お
会
い
し
た
と
き
に

比
べ
、
ず
い
ぶ
ん
と
明
る
い
声
で
し
た
。
親
子
で
一
緒
に
暮

ら
せ
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
、
そ
う
思
い
つ
つ
、

受
話
器
を
置
き
ま
し
た
。

この例のように、家庭児童相談室で相談を受けたときは、内容や状況に応じ、その

親子にとって一番良い方法を一緒に考えていくようにしています。良い答えが見つか

らなくても、話したことで楽になる場合もあります。

まずは身近な人に、相談することが大事だと思います。

身近に相談する人がいないときや、話しにくい時などは、相談窓口にお越しくださ

い。お電話でも結構です。

＝一人でなやみをかかえこまず、まずは相談してみましょう＝

連絡先
▽福岡県中央児童相談所
�（586）００２３
▽春日市こども未来課
家庭児童相談室
�（584）１１１１

私
の
ま
ち
の�

 
人
権
擁
護
委
員�

氏　　名�

白山 法子�

　野 光雄�

白水 欣哉�

片野 明子�

森山 利徳�

福島 恭輔�

別府るみ子�

　　住　　所�

下白水南4丁目�

須玖南3丁目�

小倉6丁目�

松ヶ丘2丁目�

松ヶ丘4丁目�

泉1丁目�

春日原北町5丁目�

　 電話番号�

1（５７１）０１９３�

1（５９１）１１３４�

1（５９１）０２２９�

1（５９６）６３２６�

1（５９５）０８４６�

1（５７１）５２２５�

1（５９１）７６０６�

しらやま� のりこ�

たかの� みつお�

しろうず� きんや�

かたの� あきこ�

もろやま� としのり�

ふくしま� きょうすけ�

べ っ ぷ�
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ま
ち
ま
ち
の�
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員
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ち
の�
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1
「
ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
４
月
か
ら
開
設�

私
の
ま
ち
の�

 

人
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護
委
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高
齢
社
会
が
抱
え
る
介
護
の
問
題
を

社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
っ
て
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
65
歳
以
上
の
人
の
平
成
13

年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
は
、

今
年
の
９
月
ま
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
半
額
免
除
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成
13
年
度
の
介
護
保
険
料
（
年
額
）

第
１
段
階
　
１
２，

７
２
６
円

第
２
段
階
　
１
９，

０
８
９
円

第
３
段
階
　
２
５，

４
５
２
円

第
４
段
階
　
３
１，

８
１
５
円

第
５
段
階
　
３
８，

１
７
８
円

※

65
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
、
そ

れ
ぞ
れ
昨
年
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て

こ
の
５
段
階
の
ど
れ
か
に
決
ま
り
ま

す
。（
６
月
以
降
に
決
定
）

な
お
、
こ
の
額
は
す
で
に
９
月
ま

で
の
半
額
免
除
分
を
除
い
た
額
で
、

実
際
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
額
で
す
。

■
支
払
方
法

○
特
別
徴
収
の
人

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
も
ら
っ
て
い

て
、
そ
の
年
金
額
が
年
額
１
８
０，

０

０
０
円
以
上
の
人
は
、
年
金
の
支
給
の

際
に
、
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
昨
年
度
の
保
険
料
が

特
別
徴
収
だ
っ
た
人
は
、
平
成
13
年
度

の
前
半
（
４
月
、
６
月
、
８
月
）
も
特

別
徴
収
（
仮
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、

①
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
福
祉

年
金
な
ど
を
も
ら
っ
て
い
る
人

②
年
度
の
途
中
で
65
歳
と
な
っ
た
人

③
年
度
途
中
に
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
人

④
平
成
13
年
４
月
１
日
に
年
金
を
受
給

し
て
い
な
い
人

な
ど
は
、
平
成
13
年
度
は
特
別
徴
収
に

は
な
ら
ず
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
払

う
方
法
）
と
な
り
ま
す
。

▽
支
払
い
額
（
仮
徴
収
）

一
人
ひ
と
り
の
平
成
13
年
度
の
介
護

保
険
料
（
段
階
）
が
確
定
す
る
の
が
６

月
以
降
と
な
る
た
め
、８
月
分
ま
で
は
、

一
時
的
に
今
年
の
２
月
分
と
同
額
の
保

険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
（
仮
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
10
月
分
以
降
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
決
定
次
第
改
め
て
通
知
し
ま

す
。

○
普
通
徴
収
の
人

特
別
徴
収
で
な
い
人
は
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。

６
月
中
旬
に
発
送
す
る
納
付
書
で
、

近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
便
利
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
介
護
保
険
課
）

政
治
家
や
後
援
会
が
選
挙
区
内
の
人

に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は

罰
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（
春
日
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
）

平
成
13
年
度
の�

保
険
料
が�

決
ま
り
ま
し
た�

就
職
し
た
ら
届
け
出
を

今
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

人
が
就
職
し
、
職
場
で
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
す
る
と
、
年
金
の
種
別
が
変
わ

る
た
め
、
必
ず
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

職
場
で
の
新
し
い
健
康
保
険
証
を
持

っ
て
、
国
保
年
金
課
年
金
担
当
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

学
生
も
加
入
し
ま
す
！

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
学
生
も
含
め
て

全
員
が
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
、
き
ち
ん
と
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
、
万
が
一
病

気
や
事
故
で
障
害
を
持
っ
た
場
合
に
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
65
歳
か
ら
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
も

ら
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
人
、
20
歳
を
過
ぎ
て

ま
だ
加
入
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

は
、
す
ぐ
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
３，

３
０
０
円
で
す
。

前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

毎
月
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る

と
割
引
が
あ
っ
て
お
得
で
す
。
ま
た
、

納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

○
一
年
分
前
納
し
た
場
合

▽
毎
月
納
め
る
と
１
年
間
で

１
５
９，

６
０
０
円

（
１
３，

３
０
０
円
×
12
月
）

↓

１
５
６，

７
７
０
円

（
割
引
額
　
２，

８
３
０
円
）
と
な

り
ま
す
。

○
半
年
分
前
納
し
た
場
合

▽
毎
月
納
め
る
と
半
年
で

７
９，

８
０
０
円

（
１
３，

３
０
０
円
×
６
月
）

↓

７
９，

１
５
０
円

（
割
引
額
　
６
５
０
円
）
と
な
り
ま

す
。

※

い
ず
れ
も
納
付
の
期
限
は
４
月
27

日
�
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
年
金
担
当
）

手
続
き
を�

　
　
忘
れ
ず
に�

入学、卒業、就職などのお祝い� 地域のお祭りの寄附やお酒� 地域の運動会やスポーツ大会�
への飲食物などの差し入れ�

※　病気見舞い、花輪、供花、お中元、お歳暮、町内会への差し入れなども禁止対象です。�
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廃
棄
物
処
理
法
が
改
正
さ
れ
、
４
月

１
日
か
ら
廃
棄
物
の
焼
却
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
、
野
焼
き
な
ど
の
廃

棄
物
焼
却
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど

の
発
生
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
改
正
さ
れ
る

も
の
で
す
。

今
後
は
、
空
き
地
や
家
庭
で
ゴ
ミ
を

燃
や
す
な
ど
、
野
外
で
廃
棄
物
の
焼
却

を
行
っ
た
場
合
、
政
令
で
定
め
る
も
の

以
外
は
、
罰
金
な
ど
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
も
、
野
焼
き
に
関
す
る
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▽
ス
ス
や
煙
で
、
洗
濯
物
が
汚
れ
た
、

臭
い
が
つ
い
た

▽
煙
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
窓
も
開
け

ら
れ
な
い

▽
煙
や
臭
い
で
ノ
ド
を
痛
め
た
、
ぜ
ん

息
が
ひ
ど
く
な
っ
た

な
ど
が
そ
の
例
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
近
隣
に
迷
惑
が
か
か

る
だ
け
で
な
く
、
焼
却
に
よ
っ
て
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
ガ
ス
が
発
生
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
有
害
物

質
は
も
ち
ろ
ん
、
紙
類
な
ど
の
家
庭
ゴ

ミ
の
焼
却
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。
枯
れ
草

や
せ
ん
定
し
た
枝
な
ど
も
、
自
宅
で
焼

却
せ
ず
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
環
境
対
策
課
）

平成13年度　狂犬病予防注射　日程表�
会　　場� 時　　　間�

春 日 原　公民館�
千 歳 町　公民館�
光　　町　公民館�
若葉台東　公民館�
春 　 日　公民館�
平 田 台　公民館�
惣　　利　公民館�
塚 原 台　集会所�
松 ケ 丘　公民館�
若葉台西　公民館�
小　　倉　公民館�
大　　谷　公民館�
紅葉ケ丘　公民館�
昇　　町　公民館�
白 水 池　公民館�
上 白 水　公民館�
桜 ケ 丘　公民館�
岡　　本　公民館�
須 玖 南　公民館�
下白水南　公民館�
下白水北　公民館�
宝　　町　公民館�
春日公園　公民館�
ちくし台　公民館�
浦 の 原　集会所�
天 神 山　公民館�
泉　　　　公民館�
日の出町　公民館�
須 玖 北　公民館�
弥　　生　公民館�
ふれあい文化ｾﾝﾀｰ第４駐車場�

9：10～10：10�
10：25～10：50�
11：05～11：25�
13：20～13：50�
14：05～14：55�
9：20～10：20�
10：35～11：30�
13：20～13：50�
14：05～15：20�
9：20～10：20�
10：35～11：30�
13：20～14：15�
14：30～15：45�
9：20～10：00�
10：15～11：15�
13：20～15：00�
9：20～　9：50�
10：05～10：35�
10：50～11：35�
13：20～14：10�
14：25～15：15�
15：30～16：00�
9：10～　9：30�
9：45～10：45�
11：00～11：30�
13：20～14：30�
14：45～15：45�
9：20～　9：45�
10：00～10：40�
10：55～11：30�
13：20～14：00

4
月
23
日
（月）
�

4
月
24
日
（火）
�
4
月
25
日
（水）
�
4
月
26
日
（木）
�

5
月
21
日
（月）
�

5
月
22
日
（火）
�

5
月
23
日
（水）
�

狂
犬
病
予
防
の
た
め
、
飼
い
犬
の
予

防
注
射
を
行
い
ま
す
。

こ
の
予
防
注
射
は
、
毎
年
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
く
の
会
場
で
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
生
後
90
日
以
内
の
犬
は
、
予

防
注
射
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
90

日
を
経
過
し
た
後
、
最
寄
り
の
動
物
病

院
で
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
犬
の
体
調
不
良
や
都
合
が
つ

か
ず
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
も
、

動
物
病
院
で
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

注
射
料
金
３
、
０
５
０
円

犬
を
飼
う
時
は
、
市
に
登
録
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
登
録
は
、
現
在
で
は
、
一
生
に

一
度
だ
け
で
す
か
ら
、
早
め
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
平
成
７
年
３
月
31
日
以
前

に
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
、
そ
の

有
効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
予
防
注
射
の
時
に
併
せ
て
登

録
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
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春日中学校

内山
うちやま

彰子
あ き こ

「
命
の
値
段
―男女

平
等
」

学
校
で
よ
く
「
男
女
平
等
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
て
来
た
私
に
は
、
そ
の
記

事
を
読
み
、
改
め
て
「
男
女
平
等
」
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

記
事
に
は
こ
の
よ
う
な
事
が
書
か
れ

て
い
た
。

４
年
前
、
当
時
14
歳
の
次
女
を
亡
く

し
た
両
親
へ
の
損
害
賠
償
の
額
に
は
明

ら
か
に
男
女
の
差
が
あ
っ
た
。
両
親
は

「
な
ぜ
男
か
女
か
で
違
う
の
か
。
奪
わ

れ
た
命
が
差
別
さ
れ
る
の
は
あ
ま
り
に

悔
し
い
。
国
は
、
男
女
平
等
社
会
を
築

く
と
言
い
な
が
ら
、
な
ぜ
『
命
の
値
段
』

の
男
女
差
別
を
許
す
の
か
。」
と
訴
え
た
。

娘
を
亡
く
し
た
両
親
の
怒
り
に
よ
っ
て

「
命
の
値
段
」
が
男
女
平
等
に
判
決
さ

れ
た
。

こ
の
両
親
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
「
命

の
値
段
」
の
男
女
平
等
が
一
歩
前
進
し

た
。私

の
家
は
姉
達
と
私
の
三
姉
妹
で
す
。

姉
は
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
大
学
に
行

く
と
い
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
ち
ゃ

ん
と
し
た
職
業
に
つ
き
働
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
女
性
の
力
で
は
無
理
だ

と
い
わ
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

両
親
も
「
女
だ
か
ら
・・・・
。」
と
差
別

し
な
い
で
姉
に
大
学
進
学
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
姉
と
両
親
を
見
て
、
社
会
の

中
で
「
男
女
差
別
」
が
あ
っ
て
い
い
も

の
か
と
思
い
ま
す
。

「
命
の
値
段
」
と
し
て
そ
の
額
が
男

性
よ
り
ず
っ
と
安
か
っ
た
ら
許
せ
る
で

し
ょ
う
か
。

も
う
す
ぐ
21
世
紀
で
す
。
21
世
紀
に

は
「
命
の
値
段
」
で
差
別
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

不
況
だ
か
ら
と
い
っ
て
は
、
女
性
は

パ
ー
ト
な
ど
の
労
働
に
さ
れ
た
り
、
男

性
よ
り
も
給
料
を
安
く
さ
れ
た
り
、
し

て
き
た
た
め
に
「
命
の
値
段
」
が
男
女

差
別
さ
れ
た
こ
と
を
よ
く
知
り
、
元
に

戻
ら
な
い
よ
う
に
女
性
自
身
が
自
覚
を

持
ち
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

私
達
、
中
学
生
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
本
当
の
「
男
女
平
等
」
の
社
会
に

な
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

「
命
の
値
段
」
と
い
う
具
体
的
な
金

額
か
ら
私
は
「
男
女
平
等
」
に
つ
い
て

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
多
く
の
「
男
女
差
別
」
や

知
ら
な
い
人
権
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
。

中
学
生
と
し
て
の
勉
強
と
共
に
こ
の

「
男
女
差
別
」
と
い
う
問
題
を
解
決
し

て
い
く
勉
強
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
を
よ
く
読

み
、
大
人
の
人
の
話
を
参
考
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
人
が
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

く
れ
れ
ば
、
「
差
別
」
は
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

（
原
文
の
と
お
り
）

※

こ
の
作
文
は
、
内
山
さ
ん
が
春
日

中
学
校
２
年
の
と
き
に
書
い
た
も
の

で
す
。

平
成
12
年
７
月
20
日
、
新
聞
の
社
会

面
に
「
命
の
値
段
―
平
等
判
決
」
と
い

う
見
出
し
が
目
に
つ
い
た
。

３
月
３
日
、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

で
、「
身
の
回
り
の
道
具
に
見
る
暮
ら

し
の
移
り
変
わ
り
」
特
別
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
資
料
館
で
行
わ
れ
た
、

「
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
い
ま
む
か
し
」

展
の
特
別
講
演
会
で
、
３
回
シ
リ
ー
ズ

の
最
終
回
。
講
師
は
高
山

た
か
や
ま

慶
太
郎

け
い
た
ろ
う

さ
ん

（
須
恵
町
教
育
委
員
会
）
で
す
。

「
世
紀
を
越
え
て
」
と
副
題
が
付
け

ら
れ
た
今
回
は
、
お
米
の
話
が
中
心
。

お
ひ
つ
の
原
型
が
２，

０
０
０
年
前

の
遺
跡
か
ら
出
て
き
た
こ
と
や
、
日
本

人
の
主
食
は
麦
飯
が
中
心
で
、
白
米
に

な
っ
た
の
は
つ
い
最
近
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
日
本
人
と
お
米
の
関
わ
り
に
つ
い

て
話
し
、
現
在
そ
の
関
係
が
急
激
に
変

化
し
て
い
る
と
指
摘
。

ま
た
、
お
釜
も
、
羽
釜
か
ら
電
気
釜
、

電
子
釜
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
。
最

新
の
お
釜
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
で
飯
炊
き
の

技
術
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

物
に
は
、
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
記
憶
や
知
恵
が
あ
り
ま
す
。
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
記
憶
を
我
々
が
共

有
す
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
学
べ

た
、
興
味
深
い
講
義
で
し
た
。

△物にまつわる思いを熱心に語る高山さん △記念講演する県手話の会連合会相談役、武内啓喜
ひろき

さん

「
春
日
手
話
の
会
」
の
創
立
20
周
年

を
祝
う
式
典
が
、
２
月
25
日
、
市
役
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
昭
和
55
年
、
春
日
市
で

初
め
て
開
か
れ
た
手
話
講
習
会
を
受
講

し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
誕
生
。

今
日
ま
で
、
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
通
訳
、
ま
た
依
頼
さ
れ
て
出
向

い
て
い
く
派
遣
通
訳
と
し
て
聴
覚
障
害

者
の
社
会
参
加
を
積
極
的
に
支
援
し
て

き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
久
々
に
再
会
し
た
歴
代
役

員
や
会
員
な
ど
約
１
０
０
人
は
、
会
運

営
の
苦
労
や
楽
し
か
っ
た
聴
覚
障
害
者

と
の
交
流
会
な
ど
の
思
い
出
を
懐
か
し

く
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

写真は、お子さんの顔が大きく
写っているもので、裏にお子さん
の氏名（ふりがな）、生年月日、住
所、電話番号を書き、広報担当ま
で郵送ください。
対象は３歳までで、５月１日ま

での到着分の中から抽選で決定し
ます。

６月生まれのお子さん募集中

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
英
語

・
中
国
語
の
教
室
で
す
。
会
員
以
外
の

人
も
受
講
で
き
ま
す
。

○
親
子
英
会
話
教
室
（
入
門
）

対
象

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者

日
程

毎
週
木
曜
日

受
講
料

１
２，

０
０
０
円
（
１
人
）

○
国
際
交
流
英
会
話
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
（
英

検
準
２
級
程
度
）

対
象

中
学
生
以
上

日
程

毎
週
木
曜
日

受
講
料

１
８，

０
０
０
円

○
国
際
交
流
英
会
話
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
（
英

検
２
級
程
度
）

対
象

18
歳
以
上

日
程

毎
週
金
曜
日

受
講
料

１
８，

０
０
０
円

○
中
国
語
会
話
（
初
級
）

対
象

18
歳
以
上

日
程

毎
週
金
曜
日

受
講
料

１
５，

０
０
０
円

受
講
期
間

５
月
〜
10
月

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

定
員

各
20
人
（
申
込
先
着
順
）

※

参
加
者
が
少
な
い
と
き
は
、
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

講
師

各
ク
ラ
ス
と
も
外
国
語
を
母
国

語
と
す
る
人
を
予
定

※

受
講
料
は
い
ず
れ
も
６
か
月
分（
前

払
い
制
）
で
す
。
な
お
、
会
員
以
外

の
受
講
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円

増
し
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

久
我

く

が

進
す
す
む

（
〒
816
―
０
８
２
３
若
葉
台
西

１
―
１
４
１
）

�
（
502
）
０
６
８
７

※

春
日
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
も

同
時
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会
金

は
２，

０
０
０
円
で
す
。

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

日
時

４
月
11
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※
　
毎
月
第
２
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
来
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

※

こ
の
日
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
利

用
案
内
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

虫
歯
予
防
に
は
、
乳
歯
の
こ
ろ
か
ら

の
手
入
れ
が
大
切
で
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」
に
つ

い
て
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

４
月
25
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※

こ
の
教
室
は
、
偶
数
月
に
行
い
ま

教
　
　
室

後
小
路

う
し
ろ
し
ょ
う
じ

蒔
子

ま

き

こ

ち
ゃ
ん
（
大
和
町
）

平
成
10
年
４
月
14
日
生子

育
て
教
室

参
加
者
募
集

春
日
市
国
際
交
流
協
会

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室

受
講
生
募
集

す
。
次
回
は
６
月
27
日
�
で
す
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
来
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

踏
切
に
よ
る
渋
滞
解
消
の
た
め
、
福

岡
県
、
大
野
城
市
、
春
日
市
は
共
同
で

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
春
日
原
駅
〜
下
大

利
駅
間
の
連
続
立
体
交
差
化
の
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
こ
れ
に

併
せ
て
、
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
13
年
度
の
都
市
計
画
決

定
を
目
指
し
て
い
る
、
西
鉄
天
神
大
牟

田
線
連
続
立
体
交
差
事
業
の
都
市
計
画

の
素
案
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
11
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

春
日
市
役
所
大
会
議
室
（
原
町

３
―
１
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

市
都
市
計
画
課
連
立

ま
ち
づ
く
り
担
当

　
九
州
自
動
車
道

工事区間（春日原駅～下大利駅間）3.4㎞�

春日原駅� 白木原駅� 下大利駅�

大野城市�

春日市�福
岡
市�

御笠川�

△西鉄天神大牟田線
による渋滞
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温
水
プ
ー
ル
で
行
う
水
泳
教
室
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

対
象

40
歳
以
上
の
人

日
程

５
月
８
日
〜
７
月
10
日
（
５

月
15
日
と
６
月
19
日
を
除
く

毎
週
火
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

○
初
心
者
水
泳
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
泳
ぎ
の
苦
手
な

人

日
程

５
月
30
日
〜
７
月
18
日
（
毎

週
水
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

５
月
31
日
〜
７
月
19
日
（
毎

週
木
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

※

い
ず
れ
も
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
結
果
は
当
選
者
に
の
み
通

知
し
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

参
加
費

１
教
室
　
２，

０
０
０
円

（
使
用
料
金
を
含
む
）

申
込
方
法

４
月
22
日
�
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

希
望
す
る
教
室
名
、
住
所
、
郵

便
番
号
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
連

絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

�
（
915
）
３
５
０
０

5
（
585
）
１
６
３
４

個
人
を
対
象
に
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ

ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。
「
も
う
ち
ょ
っ

と
上
手
に
な
る
に
は
」
「
水
中
歩
行
の

コ
ツ
は
」
な
ど
の
質
問
に
、
温
水
プ
ー

ル
の
職
員
が
助
言
し
ま
す
。
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程

４
月
３
日
〜
７
月
13
日
（
毎
週

火
・
金
曜
日
）

※
　
第
３
火
曜
日
と
祝
日
は
除
き
ま
す
。

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
温
水
プ

ー
ル
担
当

�
（
915
）
３
５
０
０

サ
ッ
カ
ー
で
心
身
を
鍛
え
ま
せ
ん
か
。

対
象

小
学
１
〜
４
年
生

練
習
曜
日
・
場
所

▽
火
曜
日
　
春
日
南
小
・
日
の
出
小

▽
水
曜
日
　
春
日
東
小
・
春
日
野
小

▽
木
曜
日
　
須
玖
小
・
大
谷
小

▽
金
曜
日
　
春
日
西
小
・
春
日
北
小

※
　
１
会
場
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

練
習
時
間

午
後
４
時
30
分
〜
６
時

※

練
習
場
所
に
よ
っ
て
は
午
後
５
時

か
ら
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

イ
ー
グ
ル
ス

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

�
（
595
）
５
１
９
７

『
二
月
の
捨
て
木
』

木
を
植
え
替
え
て
枯
ら
し
た
苦
い
経

験
の
持
ち
主
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
二
月
の
木
は
捨
て

て
お
い
て
も
根
付
く
と
い
う
意
味
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
の
「
二
月
」
は

旧
暦
で
す
か
ら
、
今
の
暦
で
は
ひ
と
月

遅
れ
の
「
三
月
」
と
考
え
て
よ
い
で
し

ょ
う
。
昔
は
、
春
先
の
天
気
の
よ
い
日

に
は
よ
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
山
で
白
い

煙
が
あ
が
る
の
が
見
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
は
、
植
林
を
す
る
の
に
邪
魔
に
な

る
雑
木

ぞ

う

き

を
燃
や
す
”山
焼

や

ま

や

き
“
が
行
わ

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

山
焼
き
の
あ
と
一
面
灰
に
お
お
わ
れ

て
い
た
山
肌
に
２
ｍ
間
隔
く
ら
い
に
穴

を
掘
っ
て
、
杉
や
檜ひ

の
木
、
松
な
ど
の

針
葉
樹
の
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
水
も
か
け
な
い
の
に
苗
が

み
ご
と
根
づ
い
た
の
は
、
一
に
も
二
に

も
二
月
と
い
う
好
時
候
に
よ
る
も
の
で

し
た
。

『
松
は
峠
に
杉
は
谷
に
』

『
杉
は
谷
、
檜ひ

は
腰
、
松
は
峰
』

杉
の
木
は
水
気
が
あ
っ
て
、
腐
葉
土

の
肥
え
た
土
の
あ
る
谷
間
を
好
み
ま
す
。

松
は
土
が
痩や

せ
て
い
て
も
、
少
し
く
ら

い
乾
燥
し
た
と
こ
ろ
で
も
長
い
年
月
を

か
け
て
生
長
を
続
け
ま
す
。
檜ひ

の
木
は

杉
と
松
の
中
間
の
性
質
が
あ
り
ま
す
。

『
七
夕
竿

た
な
ば
た
ざ
お

は
虫
が
つ
か
な
い
』

昔
は
物
干
し
竿
は
長
さ
５
〜
６
ｍ
の

真
竹

ま

だ

け

と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
竿
竹
を
切
る
の
は
７
月
７
日（
旧

暦
）
の
七
夕
の
日
が
よ
い
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
に
切
っ
た
竹
は
性

し
ょ
う

が

よ
く
、
虫
が
つ
か
な
い
の
で
す
。

七
夕
の
日
は
、
各
家
庭
で
手
ご
ろ
な

竹
を
10
本
ほ
ど
切
っ
て
き
て
枝
を
落
と

し
、
ナ
タ
で
き
れ
い
に
節
を
削
り
取
り

ま
す
。
こ
れ
を
束
ね
て
10
日
間
く
ら
い

川
に
漬
け
て
ゆ
っ
く
り
と
枯
ら
し
て
い

き
ま
し
た
。

昔
、
物
干
し
竿
に
着
物
を
干
す
と
き

は
、
必
ず
表
（
根
元
の
方
）
か
ら
通
し
、

取
り
出
す
と
き
も
表
か
ら
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
七
夕
の
日
に
切
っ
た
竿
に

干
す
と
き
は
い
つ
で
も
、
表
か
ら
通
し

て
尻
（
根
元
と
反
対
の
方
）
か
ら
取
り

出
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
家
に
不
幸
が
あ
っ
た
と

き
だ
け
は
３
日
間
だ
け
、
表
か
ら
通
し

て
尻
か
ら
取
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、「
木
六
竹
八

き
ろ
く
た
け
は
ち

」
と
も
い
い
、

八
月
（
初
秋
）
の
竹
も
丈
夫
と
さ
れ
、

桶お
け

の
輪
竹

わ

だ

け

と
し
て
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
秋
口

あ
き
ぐ
ち

に
な
る
と
、
桶
屋
さ
ん
が

ま
わ
っ
て
き
て
、
飯め

し

び
つ
、
た
ら
い
、

し
ょ
う
ゆ
樽だ

る

、
み
そ
桶
、
肥こ

え

た
ご
な
ど

の
、
古
く
な
っ
た
箍た

が

の
輪
換
え
を
し
て

い
き
ま
し
た
。
カ
ド
（
外
庭
）
に
敷
い

た
む
し
ろ
の
上
で
、
手
品
の
よ
う
に
竹

を
さ
ば
い
て
い
く
桶
屋
さ
ん
の
ま
わ
り

に
は
、
い
つ
も
見
物
の
子
ど
も
た
ち
の

輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
ず
み

実
用
の
こ
と
わ
ざ
　
そ
の
２

267

少
年
・
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

ス
ポ
ー
ツ

５
月
開
講

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

温
水
プ
ー
ル

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を
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高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
で
す
。

日
時

４
月
22
日
�
　
午
前
９
時
15
分

〜
（
受
付
　
午
前
９
時
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場
（
大
谷
６
―
28
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

高
校
生
以
上
の
人

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

※

い
ず
れ
も
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス
が

あ
り
ま
す
。

参
加
費

１
人
１
種
目
１，

０
０
０
円

（
高
校
生
は
８
０
０
円
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
出

場
種
目
（
ク
ラ
ス
）
を
記
入
し
、

４
月
７
日
�
ま
で
に
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

藤
野

ふ

じ

の

ノ
ブ
子

（
〒
816
―
０
８
０
７
宝
町
１
―

１
―
１
―
３
０
２
）

�
（
585
）
８
１
７
７

子
ど
も
と
大
人
を
対
象
に
し
た
、
な

ぎ
な
た
教
室
で
す
。
初
心
者
や
障
害
者

な
ど
、
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

初
め
て
の
人
に
は
、
体
験
教
室
も
行

っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
部

対
象

小
学
生
〜
高
校
生

練
習
日
時

▽
第
１
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
11
時

▽
第
２
・
４
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜

10
時
30
分

会
費

月
額
１，

０
０
０
円

※

初
回
に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

料
４
５
０
円
が
必
要
で
す
。

○
大
人
の
部

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

会
費

月
額
２，

０
０
０
円

※

初
回
に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

料
１
、
４
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

石
内

�
（
501
）
５
３
１
２

「
障
害
を
持
つ
人
ど
う
し
で
話
が
し

た
い
」
「
身
体
が
不
自
由
だ
が
い
き
い

き
と
楽
し
い
生
活
を
送
り
た
い
」
と
い

う
人
、
『
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
』
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。

仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
程

原
則
と
し
て
毎
月
第
３
金
曜
日

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

脳
卒
中
の
後
遺
症
に
よ
る
ま
ひ

な
ど
の
障
害
を
持
つ
人
で
、
自

分
で
歩
行
で
き
る
人

参
加
費

無
料
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
材
料
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

溝
田

み

ぞ

た

太
一

た

い

ち

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
11
年
４
月
24
日
生

田
中

た
な
か

涼
斗

り
ょ
う
と

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
11
年
４
月
18
日
生

松
本

ま
つ
も
と

吹
樹

い
ぶ
き

ち
ゃ
ん
（
春
日
）

平
成
11
年
４
月
24
日
生

あ
な
た
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
、

海
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
せ

ん
か
。

募
集
区
分

▽
①
青
年
海
外
協
力
隊

▽
②
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
③
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
持
つ
人
で
、

①
②
は
満
20
〜
39
歳
の
人
、
③

は
満
40
〜
69
歳
の
人

派
遣
期
間

①
②
は
２
年
間
、
③
は
１

〜
２
年
間

募
集
職
種

農
林
水
産
、
土
木
建
築
、

教
育
文
化
、
保
健
衛
生
な
ど

派
遣
国

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南

米
、
中
近
東
な
ど

募
集
説
明
会
（
活
動
紹
介
ビ
デ
オ
の
上

映
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
体

験
発
表
な
ど
）

①
青
年
海
外
協
力
隊

②
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

期
日

４
月
11
日
�
・
20
日
�
、
５

月
11
日
�
・
17
日
�

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
45
分

③
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

期
日

４
月
19
日
�
、
５
月
９
日
�

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
１
―
１
―
１
）

※

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
際
協
力
事
業
団
九

州
国
際
セ
ン
タ
ー

�
０
９
３
（
671
）
８
３
４
９

ふ
た
ご
や
三
つ
子
を
育
児
中
の
お
母

さ
ん
や
、
こ
れ
か
ら
多
胎
児
を
出
産
す

る
予
定
の
人
を
対
象
に
し
た
交
流
会
で

す
。
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配

な
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程

４
月
18
日
�
、
５
月
16
日
�
、

６
月
20
日
�
、
７
月
18
日
�
、

８
月
29
日
�
、
９
月
19
日
�

※

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

募
　
　
集

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
13
年
度
春
募
集

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

い
き
い
き
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

春
日
市
梛
の
会

な
ぎ
な
た
教
室
生
募
集

ふ
た
ご
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集
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国
際
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
の
青
年

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
、
「
ヤ
ン
グ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ウ
イ
ン
グ
九
州
２
０
０

１
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程

８
月
18
日
�
〜
26
日
�

※
　
事
前
と
事
後
に
研
修
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
地

ソ
ウ
ル
市
（
韓
国
）、
北
京

市
・
西
安
市
（
中
国
）

募
集
対
象
・
募
集
人
員

▽
班
長
　
26
〜
35
歳
の
男
女
各
１
人

▽
一
般
団
員
　
20
〜
30
歳
の
男
女
各
14

人
参
加
費

７
３，

０
０
０
円

※
　
班
長
の
参
加
費
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間

４
月
２
日
�
〜
５
月
10
日

�

申
込
方
法

県
青
少
年
課
、
ま
た
は
市

社
会
教
育
課
（
大
谷
６
―
24
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
１

階
）
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
青
少
年
課
　

（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
―

７
）

�
（
643
）
３
３
８
７

国
際
交
流
に
つ
い
て
の
情
報
を
掲
載

し
た
「
春
日
市
国
際
交
流
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
を
募

集
し
ま
す
。

国
際
交
流
に
興
味
が
あ
っ
て
、文
章
、

写
真
な
ど
に
自
信
の
あ
る
人
、
何
だ
か

お
も
し
ろ
そ
う
な
の
で
参
加
し
て
み
た

い
と
い
う
人
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
あ

れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
）
を
連
絡

す
る

※

活
動
は
、
原
則
と
し
て
昼
間
の
時

間
帯
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
地
域
づ
く
り
担
当
（
〒
816
―

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

４
月
19
日
か
ら
始
ま
る
、
春
日
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
家
庭
教
育
学

級
）
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
学
習
会

で
の
出
会
い
や
交
流
を
通
じ
、
よ
り
よ

い
子
育
て
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

託
児
も
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
学
す

る
子
ど
も
持
つ
保
護
者

内
容
・
開
催
日

▽
生
活
（
食
か
ら
見
る
現
代
っ
子
）

毎
月
第
２
金
曜
日

▽
文
化
（
国
際
交
流
と
子
育
て
）

毎
月
第
３
木
曜
日

▽
青
少
年
教
育
（
学
校
教
育
現
場
の
今

・
昔
）

毎
月
第
４
水
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
24
）

※

学
習
日
時
や
会
場
は
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
費

年
１，

５
０
０
円

定
員

１
５
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�
（
575
）
４
１
２
１

長
く
職
場
を
離
れ
て
い
て
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
し
た
技
術
講

習
会
で
す
。

期
間

５
月
９
日
�
〜
６
月
６
日
�
　

（
原
則
と
し
て
毎
週
月
〜
金
曜

日
　
計
21
日
間
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１

―
17
―
１
）

定
員

20
人
（
面
接
の
う
え
選
考
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
な

ど
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法

４
月
９
日
・
10
日
に
電
話

で
申
し
込
む
（
そ
の
と
き
面
接

の
日
時
が
指
定
さ
れ
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー

�
（
473
）
６
９
６
１

「
先
方
へ
の
電
話
は
、
４
月
１
日
以
降

に
お
願
い
し
ま
す
」

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
２
口
ガ
ス
コ
ン
ロ
（
リ
ン
ナ
イ
）
▽

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
用
▽
グ
リ
ル
な
し
▽
幅
56
㎝

×
奥
行
45
㎝
×
高
21
㎝
▽
新
品
同
様
▽

無
料
▽
貞
方

さ
だ
か
た

�
（
596
）
４
７
９
６

●
ベ
ビ
ー
バ
ス
シ
ン
ク
（
コ
ン
ビ
）
▽

白
色
▽
無
料
●
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
▽
ダ
ー

ク
オ
ー
ク
色
▽
棚
板
高
さ
調
整
可
▽
ベ

ビ
ー
サ
ー
ク
ル
と
し
て
使
用
可
▽
無
料

▽
福
沢

ふ
く
ざ
わ

�
（
592
）
６
５
５
１

●
14
型
テ
レ
ビ
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
▽

リ
モ
コ
ン
な
し
▽
千
円
●
湯
沸
し
器
▽

都
市
ガ
ス
用
▽
２
千
円
●
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
▽
３
千
円
●
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
▽
テ
ー

ブ
ル
な
し
▽
千
円
●
ベ
ビ
ー
歩
行
器
▽

千
円
▽
石
滝

い
し
た
き

�
（
581
）
４
２
０
０
（
午

後
の
み
）

●
幼
児
用
ビ
デ
オ
「
楽
し
い
電
車
（
１

〜
４
巻
）
」
▽
４
巻
で
２
千
円
●
の
り

も
の
大
百
科
（
新
型
車
両
集
合
）
▽
３

百
円
▽
内
野

う

ち

の

�
（
572
）
３
３
６
２

●
米
び
つ
（
新
品
）
▽
５
百
円
●
す
し

お
け
（
新
品
）
▽
５
百
円
●
か
つ
お
節

削
り
器
▽
３
百
円
●
健
康
器
具
（
寝
て

腹
筋
な
ど
を
鍛
え
る
も
の
）
▽
３
百
円

▽
吉
本

よ
し
も
と

�
（
501
）
３
０
１
７

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
春
日
北
中
の
女
子
用
制
服
▽
冬
用
・

夏
用
▽
Ｍ
サ
イ
ズ
▽
無
料
で
▽
能
勢

の

せ

�

（
574
）
５
６
１
９

●
春
日
幼
稚
園
の
男
児
用
制
服
▽
体
操

服
▽
遊
び
着
▽
Ｍ
ま
た
は
Ｌ
サ
イ
ズ
▽

無
料
で
▽
徳
安

と
く
や
す

�
（
573
）
９
２
３
０

●
鳥
カ
ゴ
▽
イ
ン
コ
用
▽
無
料
か
安
価

で
▽
小
原

お

は

ら

�
（
593
）
４
４
６
６

●
ベ
ビ
ー
バ
ス
▽
無
料
で
▽
春
日
市
健

康
課
�
（
501
）
１
１
３
４

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
希
望
は
》

■
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
匿
名
は
不

可
）
、
電
話
番
号
、
品
物
名
（
色
、
サ

イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳
し
く
）、
有
料
・

無
料
の
別
（
有
料
の
場
合
は
１
万
円
を

上
限
と
す
る
希
望
価
格
）
な
ど
を
書
い

て
市
役
所
広
報
担
当
に
送
っ
て
く
だ
さ

い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。

営
利
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

な
お
、
品
物
の
引
き
取
り
方
法
や

ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
技
術
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
初
級
（
基
礎
知
識
と
操
作
）

ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ウ
イ
ン
グ
九
州
２
０
０
１
団
員
募
集

春
日
市
国
際
交
流
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
委
員
募
集

講
座
・
講
習

春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

会
員
募
集
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

友
だ
ち
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

５
月
25
日
〜
７
月
13
日
（
毎
週

金
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
50
分

対
象

就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
お
よ
び
妊
婦
で
、
全
日

程
を
受
講
で
き
る
人

定
員

40
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

受
講
料

２，

０
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）

託
児
料

１
人
２，

０
０
０
円
（
８
回

分
）

※

託
児
は
、
５
か
月
か
ら
就
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
が
対
象
で
す
（
兄
弟
可
）。

応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
託
児
希
望
の
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
・
呼
び
名
・
生
年
月
日

⑤
電
話
番
号
⑥
あ
れ
ば
所
属
サ

ー
ク
ル
名
を
書
い
て
４
月
27
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
「
子
育
て
講

座
」
係
（
〒
816
―
０
８
３
１
大

谷
６
―
24

ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー
社
会
教
育
課
内
）

�
（
575
）
４
１
２
１

「子育て講座」日程表�

期　　日� テ　ー　マ� 講　　　　師�

5月25日（金）�

6月 1日（金）�

6月 8日（金）�

6月15日（金）�

6月22日（金）�

6月29日（金）�

7月 6日（金）�

7月13日（金）�

開講式　仲間作り�
“さあ、始めましょう”�

Ｄｒ.ツッキーからの贈りもの�

パッチワークに挑戦！�

ビタミン愛でおいしい�
おやつ（調理実習）�

講演会（公開講座）�

ことばの楽しさ・絵本の世界�
「お母さん、お話してよ！」�

地球からのメッセージ�

閉講式（子育てサークル�
紹介と交流会）�

わくわく・ドキドキ研究所�

代表　吉村和昭さん�

つきやま歯科医院院長�

築山雄次さん�

学びすと春日パッチワーク教室�

大隅壽子さん・北野栄子さん�

春日市健康課管理栄養士�

田中智子さん�

のぞみ愛児園園長�

豊永せつ子さん�

「春日･おはなしはらっぱ」�

のみなさん�
こどもエコクラブ“アース�

ガードキッズ”篠原貴美恵さん�

※　一部、変更することがあります。�
�　　なお、7月27日(金) に自由参加の事後研修会も予定しています。�

よしむらかずあき�

つ き や ま ゆうじ�

き た の え いこ�

た な か と も こ�

とよなが�

し の は ら き み え�

おおすみかずこ�

「
子
育
て
講
座
」

受
講
生
募
集

河
野

か

わ

の

航
大

こ
う
だ
い

ち
ゃ
ん
（
大
谷
）

平
成
12
年
４
月
３
日
生

前
田

ま
え
だ

亜
美
花

あ

み

か

ち
ゃ
ん
（
千
歳
町
）

平
成
12
年
４
月
18
日
生

安
部

あ

べ

寿
秋

か
ず
あ
き

ち
ゃ
ん
（
岡
本
）

平
成
12
年
４
月
９
日
生

○
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
級
受

験
対
策
講
習
会

日
程

５
月
８
日
�
・
15
日
�
・
25

日
�
・
29
日
�
、
６
月
１
日

�
・
８
日
�

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館
３
階
会

議
室
（
大
野
城
市
瓦
田
２
―

６
―
12
）

定
員

40
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

▽
商
工
会
会
員
　
１
０，

０
０
０
円

▽
会
員
以
外
　
１
２，

０
０
０
円

※

検
定
試
験
の
申
込
方
法
は
５
月

８
日
に
説
明
し
ま
す
。

○
玉
掛

た
ま
か
け

技
能
（
ク
レ
ー
ン
ケ
ー
ブ
ル
と

資
材
の
結
合
や
、
ク
レ
ー
ン
操
作
の

誘
導
）
資
格
取
得
講
習
会

日
程

５
月
10
日
�
〜
12
日
�

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

筑
紫
野
市
商
工
会
館
（
筑
紫

野
市
湯
町
３
―
２
―
５
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

▽
６
か
月
以
上
の
玉
掛
補
助
作
業
経

験
者
な
ど
　
１
６，

７
０
０
円

▽
未
経
験
者
　
２
０，

７
０
０
円

※

企
業
の
雇
用
保
険
料
率
に
よ
り
、

日
当
の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間

４
月
４
日
�
〜
27
日
�

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

講
習
会
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
校
（
大
野
城
市

商
工
会
館
内
）

�
（
581
）
３
４
１
２

5
（
581
）
３
７
０
３

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
、
各
種
団
体
な
ど

の
広
報
担
当
者
を
対
象
と
し
た
、
広
報

紙
づ
く
り
の
基
礎
講
座
で
す
。

魅
力
あ
る
分
か
り
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
の
た
め
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

４
月
21
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
６
―
24
）

定
員

80
人
程
度

講
師

市
広
報
担
当
職
員

申
込
方
法

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
所

属
団
体
を
４
月
18
日
�
ま
で
に

連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�
（
575
）
４
１
２
１

5
（
593
）
７
３
８
０

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
校

講
習
会
受
講
生
募
集

広
報
紙
作
成
講
習
会



13

市
内
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
巡

る
健
康
ウ
オ
ー
ク
に
、
あ
な
た
も
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

歩
き
や
す
い
服
装
で
、
運
動
靴
と
帽

子
持
参
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
・
コ
ー
ス

▽
４
月
10
日
�

白
水
大
池
公
園
を
巡
る
コ
ー
ス

▽
５
月
８
日
�

岡
本
遺
跡
を
巡
る
コ
ー
ス

▽
６
月
12
日
�

大
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
を
巡
る
コ
ー
ス

距
離

い
ず
れ
も
約
６
・
５
㎞

集
合
時
間

午
前
９
時
30
分

集
合
場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

予
報
で
は
暖
冬
の
ご
託
宣

た
く
せ
ん

だ
っ
た
が
、

１
月
、
２
月
と
と
て
も
厳
し
い
寒
さ
。

年
の
せ
い
か
、
こ
と
の

ほ
か
春
の
到
来
が
待
た

れ
る
昨
今
。

お
ま
け
に
妻
は
風
邪

を
こ
じ
ら
せ
、
即
日
入

院
の
宣
告
。
電
気
釜
と

洗
濯
機
の
扱
い
方
を
私

に
教
え
て
、
お
産
以
来
初
め
て
の
病
院

暮
ら
し
と
な
っ
た
。
私
は
ど
こ
に
何
が

あ
る
や
ら
何
を
ど
う
し
て
い
い
や
ら
…

亭
主
関
白
は
青
息
吐
息
。

た
ま
た
ま
妻
の
妹
が
た
っ
た
２
泊
で

立
ち
寄
っ
た
が
、
ホ
ッ
と
し
た
の
も
束

の
間
、
サ
ッ
サ
と
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

帰
り
際
、
飾
っ
て
い
た
梅
の
枝
を
見
て

「
ま
あ
き
れ
い
。
も
ら
っ
て
い
い
？
」

と
言
う
。「
あ
あ
、
い
い
よ
」。
欲
し
が

ら
れ
る
と
妙
に
う
れ
し
く
な
っ
て
、
新

聞
紙
に
包
ん
で
持
た
せ
た
。

夜
、「
新
幹
線

も
、
大
阪
の
ラ
ッ

シ
ュ
も
無
事
。
あ

り
が
と
う
」
と
の

電
話
。
太
宰
府
の

飛
梅

と
び
う
め

で
は
な
い
が
、

春
日
の
梅
の
花
が

大
阪
に
飛
ん
で

”は
る
（
春
）“
を
贈

る
こ
と
に
な
っ
た
。

昨
日
は
妻
の
病
室
に
梅
の
花
を
飾
っ

て
女
房
孝
行
。
元
気
を
出
し
て
も
う
一

息
。
今
年
は
花
見
を
し
よ
う
。

※
　
託
宣
　
神
の
お
告
げ
。
神
託

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
が
ス
ト
レ
ス
解
消

で
、
時
間
を
見
つ
け
て
一
人
で
行
く
。

周
り
で
泳
い
で
い
る
の
は
、
９
割
が

た
高
齢
の
ご
婦
人
と

紳
士
の
方
た
ち
だ
。

「
70
歳
か
ら
始
め

ま
し
た
の
」
と
は
に

か
む
よ
う
に
し
て
話

し
か
け
ら
れ
る
ご
婦

人
。「
下
手
な
の
で

お
先
に
ど
う
ぞ
」
と

に
こ
や
か
に
順
番
を
譲
ら
れ
る
ご
婦
人

…
。
ど
の
ご
婦
人
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
水
着
に
身
を
包
ま
れ
て
い
て
と
て

も
若
々
し
く
ま
ぶ
し
い
。

「
ほ
ー
、
お
た
く
の
泳
ぎ
は
ス
イ
ス

イ
い
き
ま
す
が
、
ど
う
し
た
ら
そ
う
な

り
ま
す
と
な
？
」
と
直
立
不
動
で
尋
ね

ら
れ
る
紳
士
。
プ
ー
ル
へ
入
る
前
に
一

礼
さ
れ
る
紳
士
を
目
に
し
た
と
き
は
、

あ
ま
り
の
感
動
に
倒
れ
そ
う
だ
っ
た
。

今
ま
で
口
に
し
が
た
い
苦
労
も
一
つ

や
二
つ
経
験
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
に
、
皆
さ
ん
の
顔
は
、
中

学
生
の
青
春
真
っ
た
だ
中
と

い
う
感
じ
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
時
間

あ
ま
り
で
私
は
こ
の
方
た
ち

か
ら
あ
ま
り
に
も
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
。
謙
虚
で
あ
る
こ

と
の
大
切
さ
、
意
欲
を
持
っ
て
挑
戦
す

る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
し
て
、
女

は
い
つ
ま
で
も
恥
じ
ら
い
を
忘
れ
ぬ
方

が
か
わ
い
ら
し
く
て
ス
テ
キ
な
こ
と
。

よ
し
、
ま
た
行
こ
う
。

�　はがきに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

ペ
ン
ネ
ー
ム

田
舎
の
老
亭
主

春
日
の
飛
梅

美
し
き
人
々

匿
名
希
望

※

小
雨
決
行
。
大
雨
の
場
合
は
、
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

市
民
の
健
康
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
保
健
婦
と
栄

養
士
が
行
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
や
身
体
の
健
康
、
育
児
や
介

護
の
方
法
、
ま
た
、
栄
養
や
食
事
内
容

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

電
話
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

相
談
先

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１

―
１
２
０
）

�
（
501
）
１
１
３
４

四
季
折
々
の
花
と
緑
の
美
し
い
映
像

を
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
に
の
せ
て
お

送
り
し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

上
映
日

毎
月
第
２
日
曜
日
を
除
く
毎

日

上
映
開
始
時
間

①
午
前
10
時
〜
②
午

後
１
時
〜
③
３
時
〜
④
５
時
〜

上
映
時
間

45
分

※

都
合
で
、
開
始
時
間
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
上
映
時

間
以
外
は
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

定
員

各
回
９
人

※

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
だ
け
で
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
健
康
課
）

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

市
民
健
康
相
談

み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か

健
康
ウ
オ
ー
ク

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
カ
プ
セ
ル

４
・
５
月
「
花
ご
よ
み
　
陽
春
」

そ

の

他
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4
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

¡
¡

¡
¡

児
童
セ
ン
タ
ー
で
行
う
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

①
冒
険
ク
ラ
ブ

対
象

小
学
１
年
生
以
上
（
須
玖
は
３
年
生

以
上
）

定
員

各
セ
ン
タ
ー
30
人
（
申
込
先
着
順
）

年
会
費

２，

０
０
０
円

※
　
各
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▽
須
玖
　
４
月
６
日
�
午
後
２
時
〜

▽
毛
勝
　
４
月
８
日
�
午
後
２
時
〜

▽
光
町
　
４
月
８
日
�
午
前
10
時
〜

②
劇
あ
そ
び
ク
ラ
ブ

対
象

小
学
３
年
生
以
上

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

※

活
動
場
所
は
、
各
セ
ン
タ
ー
を
巡
回
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
、
光
町
児
童
セ
ン
タ

ー
へ
。

③
母
と
子
の
あ
そ
び

対
象

２
〜
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員

各
セ
ン
タ
ー
１
５
０
組
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費

３，

０
０
０
円

※

申
し
込
み
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
セ
ン

タ
ー
の
み
で
す
。
重
複
し
て
申
し
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間

４
月
１
日
�
〜
28
日
�

※
　
③
は
４
月
24
日
�
ま
で
。

申
込
方
法

各
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望
す

る
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る

14
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先
日
電
車
に
乗
っ
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
車
イ
ス
に
乗
っ
た
人
が
降
り
る
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
私
が

降
り
る
駅
だ
っ
た
の
で
、「
大
丈
夫
か

な
」
と
思
っ
て
様
子
を
見
て
い
た
と
こ

ろ
、
車
掌
さ
ん
が
来
て
、
車
イ
ス
を
す

っ
と
降
ろ
し
ま
し
た
。
「
あ
あ
、
大
丈

夫
だ
」
。
そ
う
思
っ
て
、
私
は
そ
の
ま

ま
改
札
口
へ
向
か
い
ま
し
た
▼
ふ
と
気

に
な
っ
て
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
そ
の

人
は
ホ
ー
ム
に
一
人
で
、
困
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
ス
ロ
ー
プ
は
あ
る
け
れ

ど
、
急
な
た
め
、
一
人
で
降
り
る
の
を

た
め
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
い
け

な
い
、
戻
っ
て
声
を
か
け
よ
う
」
そ
う

思
っ
た
と
き
、
近
く
に
い
た
人
が
介
助

を
申
し
出
て
、
車
イ
ス
を
押
し
始
め
ま

し
た
▼
「
よ
か
っ
た
」
。
そ
う
思
っ
た

後
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
思

う
だ
け
、
見
て
い
た
だ
け
で
何
も
で
き

な
か
っ
た
自
分
が
、
と
て
も
情
け
な
く

な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
最
初
に
「
何

か
お
手
伝
い
で
き
ま
す
か
」
と
一
言
聞

け
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
頭
で
は
十
分

わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、

実
際
に
は
何
一
つ
行
動
に
う
つ
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
悔
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
気
持
ち
を
絶
対
に
忘
れ
な

い
。
そ
し
て
、
次
は
同
じ
こ
と
は
絶
対

に
し
な
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。（伊

）

情
け
な
か
っ
た
日

問１　①若葉台西③須玖南（いずれか一つでも可）
問２　②国際女性デー　
問３　③龍神池駐輪場　
問４　①わらじ
問５　③養育怠慢
（応募総数　47通）

こども未来課はどこに移った？
①市役所２階
②春日小学校
③タイムマシンに乗って21世紀へ

新しくできた相談窓口は？
①かすが女性ほっとライン
②ちくし女性ホットヌードル
③ちくし女性ホットライン

４月からできなくなったのは？
①居眠り
②野焼き
③野宿

市役所に植えられた記念樹は？
①飛梅
②しだれ桜
③今年は花見をしよう

春日市健康課が欲しがっているものは？
①ベビーバス
②ベビーベッド
③長期休暇

ヒント　ほかのページを見てください。

なるほどザＫＡＳＵＧＡ

はがきに①市報の月日号、②クイズの
答え、③住所、④氏名、⑤電話番号、⑥市報
に関する感想や要望などを記入し、お送りく
ださい。

〒816－8501
春日市役所広報担当

４月20日（当日到着分まで有効）

全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（５００円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表にかえさせ

ていただきます。

問１

問２

問３

問４

問５
応募方法／

あ て 先 ／

締め切り日／

賞品・当選発表／

春
日
中
学
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
主
力

選
手
と
し
て
活
躍
す
る
徳
重
茜
さ
ん
。

徳
重
さ
ん
は
、
３
月
28
日
か
ら
東
京
な
ど
で
開

か
れ
る
第
14
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
福
岡
県
代
表
選
手
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

県
代
表
選
手
は
全
部
で
12
人
。「
ま
さ
か
自
分

が
選
ば
れ
る
な
ん
て
夢
に
も
思
っ
て
な
か
っ
た
」

と
い
う
徳
重
さ
ん
で
す
が
、
１
７
２
㎝
と
い
う
長

身
を
生
か
し
た
シ
ュ
ー
ト
や
リ
バ
ウ
ン
ド
（
ゴ
ー

ル
に
入
ら
ず
こ
ぼ
れ
落
ち
た
ボ
ー
ル
を
先
に
取

り
、
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
プ
レ
ー
）
な
ど
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
平
日
は
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
、
土
・

日
曜
日
は
県
代
表
選
手
の
強
化
練
習
と
忙
し
い
毎

日
。
自
宅
で
も
、
腹
筋
、
背
筋
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
欠
か
さ
な
い
そ
う
で
す
。
練
習
が
嫌
に
な

る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
、「
私
に
と

っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
息
抜
き
。
勉
強
の
方

が
嫌
だ
か
ら
」
と
笑
顔
の
答
え
で
す
。

小
学
４
年
生
の
と
き
、
春
日
小
学
校
に
転
入
。

友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
”な
ん
と
な
く
“
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
、
最
初
は
い
や

い
や
続
け
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
な
ん
と
全
国
大

会
に
出
場
。
そ
れ
以
来
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が

本
当
に
大
好
き
に
な
っ
た
と
か
。
中
学
校
に
入
っ

て
か
ら
も
、
迷
わ
ず
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
選

ん
だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
「
一
日
一
回
は
ボ
ー
ル

を
触
ら
な
い
と
落
ち
つ
か
な
い
。
こ
の
前
の
お
正

月
も
触
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
と
い
う
く
ら
い
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
春
日
中
学
校
の
み
ん
な
と
一
緒
に

が
ん
ば
っ
て
き
た
。
み
ん
な
の
代
表
だ
と
思
っ
て
、

恥
じ
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

る
徳
重
さ
ん
。
福
岡
県
代
表
チ
ー
ム
は
全
国
で
も

指
折
り
の
強
豪
チ
ー
ム
と
の
こ
と
で
、
目
標
は
も

ち
ろ
ん

”優
勝
“
。

徳
重
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

徳
重

と
く
し
げ

茜
あ
か
ね

さ
ん
（
14
歳
）

u
春
日
中
バ
ス
ケ
部
の
代
表
と
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
！
（
中
央
が
徳
重
さ
ん
）
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市の人口
※　市報かすがは森林資源を守るため古紙配合率80%の再生紙を使用しています。

発
行
／
春
日
市
役
所
　
〒
816
‐
８
５
０
１
福
岡
県
春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番
地
５

1
（
５
８
４
）１
１
１
１
　
編
集
／
春
日
市
役
所
企
画
情
報
課

印
刷
／
（資）
四
ヶ
所
印
刷

ホームページアドレス（URL）http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

u
３
月
14
日
「
あ
っ
、
見
〜
つ
け
た
！
」

市
歴
史
資
料
館
隣
の
盤
若
池

ば
ん
じ
ゃ
く
い
け

に
て

国内外で活躍する東京混声合唱団が、２月26日、春日北
小学校を訪問。子どもたちに美しい歌声を披露しました。
これは、文化庁が行う「舞台芸術ふれあい教室」の一環
で、子どもたちに優れた舞台芸術に触れる機会を提供する
ことを目的に行われているものです。
この日はまず、「ハレルヤ」や「夕焼小焼」など、世界

や日本の歌を美しいハーモニーで披露。「追分節
おいわけぶし

考
こう

」では、
舞台の上だけでなく、会場を歩きまわりながら歌うといっ
た演出に子どもたちもびっくり。そして、みんなの大好き
な「となりのトトロ」を全員で大合唱。子どもたちの大き
な声が会場に響きわたりました。
子どもたちは、「すごく高い声でびっくりした」「一緒に
歌えて楽しかった」と大喜びでした。
指揮者の山田茂さんは、「子どもたちはとても熱心にき

いてくれました。芸術に接することはとても大切なことな
ので、今後もできるだけ多くの学校を訪問したい」と話し
ていました。 △合唱団のお姉さんと一緒に「となりのトトロ」を歌いました

v
記
念
樹
を
背
に
「
春
日
太
鼓
」
の
演
奏
も

uモデルさんには、
写真をさしあげます。

「春日市男女共同参画都市宣言」
を記念する植樹と記念碑の除幕式が、
３月10日、市役所の芝生広場で行わ
れました。
これは、この植樹に賛同する市民

約８００人でつくる「男女共同参画
植樹実行委員会」が、記念樹の成長
とともに男女共同参画も進めていこ
う、と昨年の７月から準備してきた
もの。
この日は、会員約１００人が見守

るなか、自分たちで購入した“しだ
れ桜”の植樹を行い、併せて記念碑
も披露しました。
代表の中嶋恵子さんは、目的達成

を会員に感謝しながらも、「この会は
今日で解散しますが、男女共同参画
への取り組みはこれからが本番です」
とあいさつ。
出席した井上市長も「真の男女共

同参画社会の実現に向けて行政も努
力します」と述べました。

v
高
さ
約
５
ｍ
の
立
派

な
”し
だ
れ
桜
“
を

記
念
樹
に
（
中
央

が
中
嶋
代
表
）

v
波
佐
見

は

さ

み

焼
き
の
記
念
碑
も
建
立




